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1) ｢労働は父,土地は母｣ という表現自体はウイリアム ･ペティWiliamPety(1623-87)の時代にまで
遡ることができる｡｢土地が富の母であるように,労働は富の父であり,その能動的要素 activePrinciple
である｣(ペティ (大内兵衛 ･松川七郎訳)『租税貢納論』岩波文庫 1952,119ページ)0
2) ヴオ)i,テール Voltaire(169411778)は自身が r百科全書lに寄稿こそしなかったが,ダランベールや
デイドロなどの百科全書派に与えた影響は大きい｡また,スミスがヴオルテールをいかに崇拝 していたか
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ミナー (1925)で用いた ｢タイプ｣の説明図が便利である｡A.サ ミュエルズ,B.ショーター,F.プラウト
(山中康裕監訳)『ユング心理学辞典』創元社 1993,103ページ｡


































においてではない｡最初の誤読は 『道徳感情論』第6版で強調されることになった ｢自制心 self-
command｣の理解にかかわっている｡最終版である第6版では,自己の行為を自ら判断する際に,
他者の判断を考慮しそれに対応して自分の行為を修正していく点が議論されている｡しかし,この反

























































































13) ｢ユートピア｣という語は 『国富論』の最末尾において使用されている (WN.V.ii.68)｡スミスは,本
国の租税制度を帝国の全領域に拡張すると考えるのは ｢新ユートピア｣と見倣されるかもしれないと言っ
ている｡また,『国富論』の別の個所でスミスは,将来自由貿易が独占から完全に回復されると考えるのは
トー マス ･モア 『ユー トピアJの建設を期待する類の夢想だabsurdと言う.｢克服Lがたい多数の個人の
私的利害が,到底抵抗できないくらいに強力に反対するからである｣(WN.ⅠV.i.43)0
14) ジェーン･オーステインとデイヴイット･ヒュ-ムの社会思想上の関係を論じた一書が最近出版され/














































































19) 堂目卓生 『アダム ･スミス :｢道徳感情論｣と ｢国富論｣の世界』中公新書 2008｡







































































ズは深化と多様性をもつに至った｡ニューオルリンズ ･カンザス ･シカゴ･西海岸 ･ニューヨークそれぞ
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